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自
治
体
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　

　

機
能
再
編
成
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
現
在
、
当
市
は
西
北
五
圏
域
の
他
市

町
と
と
も
に
、
自
治
体
病
院
の
機
能
再

編
成
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
医
師
不
足
の

な
か
で
の
地
域
医
療
体
制
の
確
保
は
容

易
で
は
な
く
、
ま
た
、
中
核
病
院
の
建

設
等
に
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
県
か
ら
様
々
な
支

援
・
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
さ
ら
な
る
支
援
と
し
て
県
独

自
の
財
政
支
援
と
医
師
確
保
へ
の
取
組

等
に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

《
県
回
答
》

　
県
で
は
西
北
五
圏
域
に
お
け
る
病

院
機
能
再
編
成
を
、
県
内
の
他
地
域

に
も
波
及
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
編
成

計
画
の
着
実
な
実
行
と
早
期
具
体
化

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
財
政
支
援
に
か
か
る
要
望
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
へ
働
き
か
け

て
き
た
結
果
、
病
院
整
備
の
財
源
と
し

て
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
活
用
に
よ
っ

て
、
従
来
に
比
べ
手
厚
い
交
付
税
措
置

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、

地
域
医
療
再
生
基
金
の
活
用
に
よ
っ
て
、

す
で
に
地
元
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
国
の
制
度

等
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
県
と
し
て

も
一
緒
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
は
再
編
成
推

進
の
た
め
、
医
師
等
を
引
き
付
け
、

地
域
医
療
の
中
心
と
な
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
・

ホ
ス
ピ
タ
ル
整
備
に
係
る
助
成
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
継
続
要
望
し
て
お
り
、

そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
確
保
に
係
る
要
望
に
つ
い
て
は
、

西
北
五
圏
域
を
対
象
と
し
た
地
域
医

療
再
生
計
画
で
、
弘
前
大
学
へ
の
寄

附
講
座
設
置
や
、
女
性
医
師
等
の
働

く
環
境
の
整
備
等
に
よ
り
医
療
従
事

者
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
ず
は
こ
の
計
画
を
着
実
に
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
　

　
地
漆
川
へ
の
企
業
誘
致
促
進
に
つ
い
て

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
）

　
米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を

発
し
た
世
界
同
時
不
況
は
、
我
が
国
の

地
方
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

当
市
に
お
い
て
も
、
生
産
調
整
や
非
正

規
雇
用
者
の
解
雇
な
ど
、
雇
用
情
勢
の

悪
化
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
下
の
厳
し
い
企
業
誘
致
環
境
で
は

あ
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
若
年
層
や

地
域
求
職
者
等
に
安
定
し
た
就
業
環
境

を
提
供
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
当
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

《
県
回
答
》

　
企
業
誘
致
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世

界
同
時
不
況
の
影
響
と
、
近
年
の
中
国

台
頭
と
い
う
２
つ
の
要
因
が
重
な
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
県
と
し
て
は
地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
「
あ
お
も
り
型
産
業
」
を
中
心
に
、

選
択
的
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く

津
軽
地
域
の
基
本
計
画
の
支
援
措
置
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
人
材
育
成
な
ど

企
業
誘
致
の
受
け
皿
づ
く
り
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
の

集
ま
る
地
域
と
し
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
、
今
後
も
五
所
川
原
市
と
と
も

に
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

津
軽
自
動
車
道
の

　
　
　
　
　
　
　

　

整
備
促
進
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
高
規
格
幹
線
道
路
「
津
軽
自
動
車
道
」

は
、
青
森
地
域
と
西
北
五
地
域
を
結
ぶ

高
規
格
幹
線
道
路
で
、
救
急
医
療
体
制

や
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
周
遊
性
向
上
等

大
き
な
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
い
て
は
、
当
市
中
心
部
の
交
通
混

雑
緩
和
等
を
図
る
「
国
道
１
０
１
号
西

バ
イ
パ
ス
」
と
、
津
軽
半
島
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
る
津
軽

自
動
車
道
「
鰺
ヶ
沢
道
路
」
の
整
備
促

進
並
び
に
未
着
手
区
間
の
早
期
事
業
化

を
要
望
し
ま
す
。

《
県
回
答
》

　
国
直
轄
事
業
の
「
一
般
国
道
１
０
１

号
五
所
川
原
西
バ
イ
パ
ス
」
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
岩
木
川
等
に
架
か
る
橋
梁

工
事
を
、
同
じ
く
国
直
轄
事
業
の
「
一

般
国
道
１
０
１
号
鰺
ヶ
沢
道
路
」
に
つ

い
て
は
、
用
地
取
得
を
進
め
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
両
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促

進
を
国
に
対
し
て
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
未
着
手
区
間
の
早
期
事
業
化
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

内
容
を
検
討
の
う
え
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

◇
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
の
譲
渡
に
つ
い
て
（
新
規
）

◇
国
道
３
３
９
号
の
整
備
促
進
に
つ
い

　
て
（
継
続
）

◇
主
要
地
方
道
屏
風
山
内
真
部
線
の
整

　
備
促
進
に
つ
い
て
（
継
続
）

◇
電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

（
継
続
）

◇
一
級
河
川
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
治

　
水
事
業
の
促
進
に
つ
い
て
（
継
続
）

最
重
点
事
業

重
点
事
業

　
７
月
27
日
、
県
に
対
す
る
平
成
23
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
が
青
森

県
庁
２
階
「
第
３
応
接
室
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
山
市
長
か
ら
三
村
知
事
に
対
し
て
重
点
事
業
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
、

最
重
点
事
業
３
件
の
ほ
か
、
重
点
事
業
５
件
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
重
点
事
業
要
望
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農
作
業
の
能
率
を
あ
げ
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
農
地
の
集
団
化
を
支
援
し
ま
す

〔
農
地
利
用
集
積
事
業
〕

○
こ
こ
数
年
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
賃
貸
借
な
ど
の
農
地
の
権
利
移
動
が
生
じ
て
い

　

ま
す
が
、
個
々
の
農
家
が
ま
ち
ま
ち
に
農
地
の
権
利
移
動
を
行
っ
た
の
で
は
、
担
い

　

手
農
家
の
経
営
農
地
が
分
散
し
て
し
ま
う
た
め
農
作
業
の
能
率
が
悪
く
、
農
業
機
械

　

の
有
効
利
用
に
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

○
こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
五
所
川
原
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が
「
農

　

地
の
貸
し
手
（
農
地
所
有
者
）」
と
「
農
地
の
借
り
手
（
担
い
手
農
家
）」
を
仲
介
し

　

な
が
ら
、
担
い
手
農
家
の
経
営
農
地
の
集
団
化
を
図
る
『
農
地
利
用
集
積
事
業
』
を

　

実
施
し
ま
す
。

○
こ
の
事
業
で
は
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

　

９
，
９
０
０
円
の
奨
励
金
（
１
回
限
り
）
を
「
農
地
の
貸
し
手
側
農
家
」
と
「
農
地

　

の
借
り
手
側
農
家
」
に
交
付
し
ま
す
。

１　

五
所
川
原
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
の
仲
介
に
よ
り
貸
借
さ
れ
た
も
の

２　

五
所
川
原
市
内
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
も
の

３　

新
規
に
６
年
以
上
の
貸
借
が
行
わ
れ
た
も
の

４　

借
り
手
側
農
家
に
よ
る
農
地
の
効
率
的
利
用
を
よ
り
促
進
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
　

も
の

５　

次
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

貸
借
の
相
手
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合

所
有
権
の
移
転
や
農
作
業
受
委
託
の
場
合

採
草
放
牧
地
や
農
業
用
施
設
用
地
の
場
合

親
子
間
の
貸
借
の
場
合

貸
借
契
約
を
途
中
で
解
約
し
て
同
じ
者
と
再
び
貸
借
契
約
し
た
場
合

個
人
経
営
を
法
人
化
し
て
所
有
す
る
農
地
の
貸
借
の
場
合

◎農地を貸したい、借りたいといった方は、五所川原地域担い手育成総合支援協議会ま
　でお問合せください。
　８月 16 日 から次の窓口で受付けします。

～お問い合わせ・受付窓口～
市役所経済部農林水産課 内線 2511・2513・2515
金木総合支所産業建設係 （農林水産担当）　内線 3207
市浦総合支所産業建設係 （農林水産担当）　内線 4050
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県
代
表
で
優
勝
目
指
す

小

学

生

柔
道
・
相
撲

6

　

小
学
生
の
柔
道
と
相
撲
の
選
手
が
７

月
29
日
、
そ
れ
ぞ
れ
平
山
市
長
を
訪
ね
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
報
告
と
健
闘
を
誓

い
ま
し
た
。

　

第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
（
８
／
22
・
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
）
に
、
伊
南
湧
哉
さ
ん
（
中
央

小
５
年
・
45
㎏
級
）
と
白
川
虎
太
さ
ん

（
金
木
小
５
年
・
45
㎏
超
級
）
が
、
第

26
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
（
８
／

１
・
両
国
国
技
館
）
に
は
石
岡
弥
輝
也

さ
ん
（
金
木
小
５
年
）
が
出
場
。

　

各
出
場
選
手
は「
大
会
で
は
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
」（
伊
南
さ
ん
）、「
１
位

に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
の
練
習
を

頑
張
り
ま
す
」（
白
川
さ
ん
）、「
優
勝
し

て
わ
ん
ぱ
く
横
綱
目
指
し
ま
す
」（
石
岡

さ
ん
）と
、そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

（
石
岡
さ
ん
の
大
会
結
果
は
、
５
学
年

個
人
の
部
１
３
６
人
出
場
中
、
第
３
位

＝
関
脇
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
）

　

五
所
川
原
み
な
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団

（
山
口
学
会
長
）に
所
属
す
る
南
小
５
・

６
年
生
の
選
手
11
人
が
７
月
26
日
、平

山
市
長
を
訪
ね
、第
23
回
東
北
電
力
旗

東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
東
北
大
会（
８

／
９
〜
11
・
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
）へ

の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
は
７
月
19
日
、

同
大
会
県
予
選
会
で
16
チ
ー
ム
出
場
の

中
で
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

尾
崎
莉
々
キ
ャ
プ
テ
ン（
同
校
６
年
）は

「
初
め
て
の
東
北
大
会
出
場
で
す
が
、み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
優
勝
目
指
し
ま

す
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
青
森
県
消
防
学
校
に
お

い
て
第
39
回
消
防
救
助
技
術
青
森
県
大

会
が
開
催
さ
れ
、
五
所
川
原
消
防
署
の

救
助
隊
員
が
出
場
し
た
「
ロ
ー
プ
ブ
リ

ッ
ジ
救
出
」
「
引
揚
救
助
」
「
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
種
目
が
共
に
第
１
位

と
な
り
ま
し
た
。
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

救
出
」
「
引
揚
救
助
」
種
目
は
７
月
29

日
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会

に
出
場
し
健
闘
。
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

渡
過
」
種
目
は
、
８
月
27
日
京
都
府
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
古
川
敬
太
隊

員
が
出
場
し
ま
す
。

　

８
月
３
日
、
「
津
軽
三
味
線
会
館
」

の
入
館
者
数
が
、
平
成
12
年
４
月
の
開

館
以
来
、
10
年
目
で
60
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。　

　

60
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
新
潟
市

か
ら
家
族
や
友
人
と
同
館
を
訪
れ
た
冨

樫
聖
子
さ
ん
で
、
伊
藤
一
弘
館
長
か
ら

花
束
と
記
念
品
（
ヒ
バ
製
の
津
軽
三
味

線
の
置
物
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
三
味
線
の
生
演
奏
を
聞
い
た
冨

樫
さ
ん
は
「
心
に
響
く
演
奏
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線
が
大
好

き
な
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
来
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
記
念
す
べ
き
60
万
人
目
の

入
館
者
と
な
っ
た
こ
と
を
み
ん
な
で
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
る
（
前
列
左

か
ら
）
伊
南
さ
ん
、
白
川
さ
ん

全
国
大
会
で
関
脇
入
賞
の
好
成
績
を

収
め
た
石
岡
さ
ん
（
中
央
）

柔

道

相

撲

〜
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
東
北
大
会
〜

津
軽
三
味
線
会
館

五
所
川
原
消
防
署
チ
ー
ム
県
大
会
第
１
位
！

入
館
60
万
人
を
突
破冨樫さん（中央）家族ら（右は伊藤館長）

東北大会へ出場する「みなみ少年スポーツ団」の選手



　
７
月
31
日
か
ら
８
月
１
日
、
当
市
を
主
会
場
に
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
18
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
市
は
競
技
別
で
、
相
撲
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
優
勝
（
市
の
部
）
を
果
た
し
、

総
合
成
績
で
は
５
位
（
市
の
部
）
と
健
闘
し
ま
し
た
。

交通規制図

交通規制区間

●南小学校

●市立図書館

五所川原●
警察署　

●市民体育館

●旧平山家住宅

五所川原大橋

●
市
営
球
場

●
上
下
水
道
部
庁
舎見

学
者
駐
車
場

宅
配
業
者
駐
車
場

右折レーン
　交通規制

五
所
川
原
立
佞
武
多
運
営
委
員
会
へ

（
五
所
川
原
商
工
会
議
所
・
五
所
川
原

市
観
光
協
会
・
市
）

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
支
社
青
森
支
店

　

（
石
川
貴
宏
支
店
長
）

　
＝
立
佞
武
多
写
真
入
り
う
ち
わ

　
　
９
０
０
０
枚

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
弘
前
支
店
（
柿
田
順

　
支
店
長
）
な
ど

　
＝
立
佞
武
多
下
絵
入
り
う
ち
わ

　
　
３
０
０
０
枚

ＮＴＴドコモうちわ寄贈。
飯塚俊三青森副支店長（左）

ＮＴＴ東日本うちわ寄贈。（左から）一戸忠
志五所川原設備センタ所長、皆川文弘青森副
支店長、柿田弘前支店長

第
65
回
　
県
民
体
育
大
会

青
森
県
総
合
防
災
訓
練

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■交通規制日時　９/４（土）　7:30～12:30
■交通規制箇所　下図のとおり
原則として訓練参加車両以外進入禁止です。
ただし、緊急時の住民の方の車両、福祉施設
送迎車両は進入できますので、係員の指示に
従ってください。宅配業者については上下水
道部庁舎駐車場を臨時駐車場とします。

7



　教育委員会では、校舎の老朽化と、少子化による
複式学級の解消を図るため、五所川原第四中学校学
区の４小学校の統合を計画しています。
　つきましては、学区住民の皆さんに計画内容を説
明するともに、ご意見、ご要望などをお聞きして今
後の参考とするため、説明会を開催します。

◎お問い合わせ先　教育総務課　内線3314・3317

　最近、「野良猫が庭に来て糞尿をする」「野良猫
が車を傷付ける」等の苦情が増えています。
　野良猫が増える原因としては、一部の猫の飼い主
による無責任な飼い方が大きな理由と考えられます。
　猫の飼い主は野良猫が増えないよう、室内飼いや
不妊去勢手術への協力をお願いします。
　また、野良猫に対して、無責任な餌やりをしない
ようお願いします。
◎環境対策課　内線2343

五四中学区の
小学校統合説明会を開催します

　ふだん何気なく使っている身の回りにあるものも
発想を変えることによって、様々な運動遊び、スポ
ーツへと展開することができます。
　午前の部は親子対象、午後の部は指導者対象に実
践的な遊びのプログラムを行います。
■期日　９月19日 　
■場所　中央公民館３階　第一研修室
①午前の部　10:00～11:30（受付9:40～）
・「動く子どもの城・身近な道具でスポーツあそび」
・対象／定員　年長～小学３年生と保護者30組　　
②午後の部　13:00～15:00（受付12:40～）
・実技研修会
　「動く子どもの城・身近な道具でスポーツあそび」
・対象／定員　保育士などの子育て支援関係者20組
■講師　こどもの城体育事業部
■参加料　無料　
■申込方法　８月19日 から申込受付。①、②はそ
　れぞれ申込みが必要です（受付10:00～16:00・水
　曜定休日）。定員になり次第締切（託児なし）。
＊動きやすい服装で、タオルを持参してください。
◎お問い合わせ・申込先　青森県子ども家庭支援セ
　ンター　℡017-732-1011

　日本下水道協会青森県支部主催、県下統一試験。
■10月20日 　14:00～（受付13:30～13:55）
　五所川原商工会議所 会議室
■受験料　8,000円（振込み手数料が別途必要）
■申込書配布　８月23日 ～
■申込受付　８月23日 ～９月６日
  　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
＊下水道課（水道事業所２階）で申込書配布・受付。
■合格発表　11月18日
※受験資格に一定の要件がありますので、お問い合
　わせください。
◎下水道課　℡23-6000

親子すくすくスキンシップ事業
身近な道具でスポーツあそび

平成22年度　
排水設備工事責任技術者試験

　五所川原市管内　７月の火災､救急､救助出動件数 (単位：件)

問い合わせ/五所川原地区消防事務組合消防本部　  35－2019（内線28）
消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子

区 分

平成22年
平成21年
比 較

 1
月 別

4
△ 3

19
累 計

21
△ 2

172
月 別

150
22

1,098
累 計

1,094
 4

3
月 別

3
 0

12
累 計

12
  0

火 災 救 急 救 助

全国統一防火標語

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す

◎
広
報
有
料
広
告
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学　　区 期　日 時　間 会　　　　場

一野坪小学校学区 ８/24 18:30 ～ 一野坪小学校体育館

沖飯詰小学校学区 ８/25 18:30 ～ 沖飯詰小学校体育館

毘沙門小学校学区 ８/31 18:30 ～ 毘沙門・長富コミュ
ニティセンター

飯詰小学校学区 ９/ １ 18:30 ～ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター飯詰

TEL

1年次 2年次 3・4年次

通信制なら、どうでしょう？

スクーリング
（毎週金・土曜）
隔週のレポート
（プリント学習）

特別活動
（行事・ＬＨＲ等）

入
学
か
ら
卒
業
ま
で

出願書類の審査と面接結果で
合否を判定します。

〒037-0044

後期入学生募集
●今の学校になじめない・・・という方
●体力的に毎日は無理・・・・という方
●一度辞めてしまった・・・・という方



■９月20日（月・祝）　雨天決行
　受付9:00～9:50　オルテンシア小ホール
・幼児（保護者同伴）男女～小学３年男女…１㎞
・小学４年男女～小学６年男女…２㎞
■参加資格　市内在住、在籍の幼児～小学６年生
■参加料　500円（当日受付で徴収）
■申込期限　８月31日 　※期日厳守
■申込先　大会事務局（工藤歯科医院内）、市役所
　教育総務室、金木総合支所社会教育課、市浦総合
　支所教育総務室
＊個人および各保育所・幼稚園・小学校ごとに取り
　まとめ後、一括して申し込んでください。
＊スポーツ障害保険は主催者が加入します。
◎お問い合わせ先　
　大会実行責任者　工藤　℡33-1879 

　職業能力の開発・向上を図るため、市および周辺
地域の方々を対象にＣＡＤ講習会を開催します。

■講習場所　　五所川原地域職業訓練センター
■講習時間　　全コース18：00～21：00
■受講料　　　各コース2,700円
■テキスト代　各コース共用　3,360円
■定員　　　　各コース15名
■申込締切　　各コース実施日の10日前まで
◎お問い合わせ・申込先
　五所川原地域職業訓練センター　℡38-5115

第１回　五所川原元気っ子
　　　　　　　　マラソン大会

「集え　ごしょのメロスキッズ」

市民提案型事業イベント情報

　今年度は五所川原地区が特定計量器（はかり）の
検査対象地区となっています。薬局、商店、精米業
等で特定計量器（はかり）を使用されている方は、
２年に１回の定期検査を必ず受けてください。
※特定計量器＝取引または証明に用いられるはかり。
〔注意事項〕
１．検査は原則として通知書（ハガキ）記載の場所
　で行いますので、記載された検査会場に通知書（ハ
　ガキ）、検査料（種類によって異なります）とご
　使用の特定計量器（はかり）を持参してください。
２．通知書記載の日時・場所にて検査を受けること
　ができない場合は、他の日時場所でも受けること
　ができます。
３．通知書（ハガキ）が届かなくても、取引または
　証明に特定計量器を使用されている場合は、最寄
　りの検査場所で検査を受けてください。
４．検査を受けていない特定計量器（はかり）は、
　業務用として使用することができないので必ず検
　査を受けてください。

　

◎
広
報
有
料
広
告
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特定計量器（はかり）の定期検査

ＣＡＤ講習受講生募集

検査日 時　　間 場　　　　　所

8月30日
10:00 ～ 11:30 毘沙門・長富コミュニティセンター
13:00 ～ 14:30 コミュニティセンター飯詰

8月31日
10:00 ～ 12:00

コミュニティセンター三好13:00 ～ 15:00
9月 1日 10:00 ～ 11:30
9月 1日 13:00 ～ 14:30 コミュニティセンター中川

9月 2日
10:00 ～ 11:30 コミュニティセンター長橋
13:00 ～ 14:00 コミュニティセンター七和

9月27日
10:00 ～ 12:00 旧五所川原市建設機械格納庫

(イエローハット裏・広田歯科となり )13:00 ～ 15:00

9月28日
10:00 ～ 12:00

コミュニティセンター松島
13:00 ～ 15:00

9月29日
10:00 ～ 12:00

五所川原市役所　一般駐車場車庫
13:00 ～ 15:00

9月30日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

10月 1日 10:00 ～ 12:00

◎ 青森県計量協会　℡ 017-729-1703
　市役所商工観光課消費生活相談室　内線 2551

プレディア.コスメデコルテ.アルビオン.エレガンス.ヒノキ

広報持参の方に、当店人気No.1シャンプー＆ヘアパックの
サンプルを５日分プレゼント！(先着100名様とさせて頂きます)
アナタの
　　 キレイ応援隊 平安堂薬局

金・プラチナ高騰中！

金 プラチナ
ダイヤモンド

金木タウンセンター　ノア
時計・メガネ・宝石

シラカワ
TEL 53-2777

ユビワ・ネックレス・ピアスなど‥‥壊れていても売れるんです！

お売り下さい！
※ご来店の際は（運転免許証又は健康保険証）をお持ち下さい！



五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す

◎
広
報
有
料
広
告

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

研
修
会
の
お
知
ら
せ

℡(

35)
８
９
５
３　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

職
員
（
栄
養
士
）
募
集

℡(

26)

３
１
０
０
（
森
田
学
園
）

東
京
営
業
所
を
構
え
ま
せ
ん
か
？

共
同
オ
フ
ィ
ス
入
居
企
業
募
集

青
森
県
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
３(

３
２
７
１)

０
９
０
０　

白
鳥

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
募
集

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団

℡
０
１
７(

７
７
３)

６
２
２
２

足
場
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
青
森
県
支

部
北
五
分
会
（
北
五
建
設
会
館
内
）

℡(

35)

２
４
３
８

飯
詰
ダ
ム
警
報
保
守
点
検

青
森
県
西
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

河
川
砂
防
施
設
課　

℡(

35)

２
１
０
７

10

子
ど
も
と
の
良
い
関
係
を
つ
く
る
方
法

《
ど
ん
な
と
こ
？
分
か
り
そ
う
で
分
か

　

ら
な
い
…
で
も
頼
り
に
な
る
児
童
相

　

談
所
の
お
話
で
す
！
》

●
８
月
26
日
　

10
時
30
分
〜
12
時

　

働
く
婦
人
の
家　

第
三
講
習
室

◇
講
師　

五
所
川
原
児
童
相
談
所　

主

　

査　

冨
岡
基　

児
童
心
理
司

◇
無
料
託
児
有
り
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

８
月
25
日

　

次
の
日
程
で
「
飯
詰
ダ
ム
警
報
装
置

保
守
点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
点
検
は
、
ダ
ム
の
警
報
装
置
の

正
常
な
作
動
を
確
認
し
、
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
も
の
で
、
２
年
に
１
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
か
ら
下
流
部
の
、
飯
詰
お
よ
び

毘
沙
門
ま
で
３
箇
所
設
置
し
て
い
る
警
報

局
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
８
月
27
日
　

９
時
〜
12
時
の
間

◇
ダ
ム
、各
警
報
局
か
ら
12
分
間
程
度

　

ず
つ
の
吹
鳴
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
が
市
町
村
等
の
協
力
で
開
設
し
た

青
森
県
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
首
都
圏
で
の
営
業
展
開
・
販
売

拡
大
を
お
考
え
の
地
元
企
業
へ
活
動
拠

点
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

共
同
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
フ
リ
ー
に
利

用
で
き
る
サ
ロ
ン
や
お
客
様
と
の
専
用

の
商
談
ス
ペ
ー
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
等
に
使

用
で
き
る
会
議
室
も
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
企
業
毎
の
直
通
電
話
や

専
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

機
、
さ
ら
に
は
当
所
事
務
員
に
よ
る
電

話
応
対
・
取
次
ぎ
、
宅
配
・
郵
便
物
の

管
理
・
転
送
と
い
っ
た
、
秘
書
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
首
都
圏
進
出
」
を
ご
検
討
の
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
青
森
県
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー（
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２
―
２
―

　

１　

住
友
生
命
八
重
洲
ビ
ル
５
Ｆ
）

◇
長
期
・
短
期
貸
し
ブ
ー
ス
（
１
人
用
、

　

２
人
用
有
り
）
仕
様　

パ
ー
テ
ー
シ

　

ョ
ン
で
仕
切
ら
れ
た
約
３
・
２
㎡
ま

　

た
は
６
・
５
㎡
の
ブ
ー
ス

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

　

市
役
所
商
工
観
光
課（
内
線
２
５
５

　

７
）ま
で
。

　

平
成
22
年
度
職
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

◇
試
験
職
種　

栄
養
士（
１
名
）

◇
受
験
資
格　

栄
養
士
免
許
を
有
す
る

　

方
ま
た
は
平
成
23
年
５
月
末
日
ま
で

　

に
栄
養
士
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

　

の
あ
る
方
で
、昭
和
56
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
試
験
日　

10
月
17
日

　

西
北
五
地
域
療
育
等
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
森
田
学
園
隣
り
）

　

論
文
試
験
・
面
接
試
験

◎
受
付
期
間　

８
月
16
日

〜
９
月
６

　

日

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

　

８
時
15
分
〜
17
時

●
９
月
２
日

〜
３
日
　

９
時
〜

　

北
五
建
設
会
館

◎
申
込
締
切　

講
習
開
始
の
７
日
前
も

　

し
く
は
定
員
60
名
に
達
し
次
第
締
切
。

＊
受
講
資
格
、受
講
料
等
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
内
各
地
の
産
業
振
興
や
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
対
し
て
幅
広
く
支
援

す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業

　

地
域
の
活
性
化
お
よ
び
産
業
の
育

成
・
振
興
を
図
る
次
の
事
業

　

①
人
材
育
成　

②
技
術
開
発　

③
商

　

品
開
発　

④
市
場
・
販
路
開
拓　

⑤

　

観
光
開
発　

⑥
環
境
整
備　

⑦
ス
ポ

　

ー
ツ
・
文
化
交
流
な
ど

◇
助
成
率　

事
業
費
の
５
分
の
４
以
内

◇
対
象
団
体　

①
県
内
の
市
町
村
お
よ
び
産
業
団
体
・

　

地
域
団
体　

②
全
県
的
組
織
の
産
業
団
体
・
地
域
団

　

体

　
（
※
任
意
の
組
織
、グ
ル
ー
プ
で
も
可
）

●
募
集
期
間　

９
月
１
日

〜
10
月
31

　

日

（
※
期
限
厳
守
）

◎
応
募
方
法
等　

事
業
実
施
要
望
書
に

　

事
業
計
画
を
添
え
て
申
込
み
。
要
望

　

書
様
式
等
は
当
財
団
ま
た
は
市
役
所

　

企
画
課
（
内
線
２
１
５
７
）
ま
で
。

◇
応
募
先

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団

　

〒
０
３
０
―
０
８
６
１ 

青
森
市
長
島

　

２
丁
目
10
―
４　

ヤ
マ
ウ
ビ
ル
７
Ｆ

取り扱い
ブランド

五所川原市下り枝１-２

黄色いかぼちゃのエステ
お店で取り扱っている化粧品を使用するので

安心で効果がすぐ実感できます

クレ・ド・ポーポーテ キオラ
ベネフィーク キリョウ 他

ガスト●青山●

●
マスカット

●
つしま内科

●サンクス

●
バースディ

エ ル ム

当店Ｐ



◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す

栄
幸
園　

盆
踊
り
大
会

℡(
28)
２
２
８
８

あ
し
の
園
ま
つ
り
・
盆
踊
り
大
会

℡(

53)

２
２
１
５

道
の
駅「
十
三
湖
高
原
ま
つ
り
」

ト
ー
サ
ム　

℡(

62)

３
５
５
６

く
る
み
園
〝
踊
っ
て
交
流
会
〞

℡(

34)

２
７
２
１

第
４
回
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

五
所
川
原
市
体
育
協
会　

事
務
局

（
社
会
教
育
課
）　

内
線
３
３
１
５

骨
董
蚤
の
市

第
11
回
中
央
コ
ミ
セ
ン
祭
り

中
央
地
区
住
民
協
議
会
事
務
局

℡(

34)

２
０
６
４　

神

「
健
康
あ
お
も
り
21
」
公
開
講
座

青
森
県
栄
養
士
会
五
所
川
原
地
区
会

℡(

22)

５
９
１
５　

齋
藤

第
17
回
仁
太
坊
祭
り

三
絃
バ
ト
ル
２
０
１
０
「
ハ
ジ
ケ
ル
個

性
！
魂
の
叫
び
!!
」
〜
津
軽
三
味
線
全

日
本
金
木
大
会  

エ
キ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
〜

金
木
あ
す
な
ろ
商
店
会
事
務
局

℡(

52)

２
８
７
８

11

　

方
／
経
管
経
腸
栄
養
の
水
分
・
栄
養

　

管
理　

ほ
か

●
９
月
11
日
　

開
演
18
時
〜

　

津
軽
三
味
線
会
館
屋
外
ス
テ
ー
ジ

　
（
雨
天
時
・
津
軽
三
味
線
会
館
ホ
ー
ル
）

◇
出
演
者　

　

本
年
仁
太
坊
賞
・
葛
西
頼
之
（
鶴
田

　

町
）
／
白
川
軍
八
郎
賞
・
武
田
佳
泉

　

（
東
京
都
）
／
中
高
生
団
体
の
部
優

　

勝
・
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
／

　

中
高
生
団
体
の
部
入
賞
・
金
木
高
等

　

学
校　

ほ
か

◇
入
場
無
料

●
９
月
19
日
　

８
時
ス
タ
ー
ト

　

ナ
ク
ア
白
神
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◇
競
技　

18
Ｈ
、
新
ぺ
リ
ア
方
式
、
36

　

打
切
、
ト
リ
プ
ル
カ
ッ
ト

◇
参
加
資
格　

市
民
、
市
内
に
職
場
を

　

有
す
る
方
、
各
市
町
村
体
協
推
薦
者

◇
参
加
費　

懇
親
会
共
５
０
０
０
円

　
（
懇
親
会
の
み
の
場
合
３
０
０
０
円
）

◇
プ
レ
ー
代　

約
１
万
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
昼
食
代
含
む
）

●
８
月
24
日
　

18
時
30
分
〜

　
（
雨
天
時
25
日
。そ
れ
以
降
中
止
。）

　

栄
幸
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
焼
き
そ
ば
、
バ
ナ
ナ
チ
ョ
コ
等
模
擬

　

店
あ
り
。

◎
団
体
5
人
１
組
（
団
体
受
付
18
時
30

　

分
〜
19
時
30
分
）

●
８
月
22
日
　

16
時
〜

　

あ
し
の
園
駐
車
場
・
デ
イ
ホ
ー
ル

◇
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
／
模
擬
店
（
焼
き
そ

　

ば
・
フ
ラ
ン
ク
・
焼
き
鳥
・
も
つ
煮

　

等
）
／
介
護
相
談
／
施
設
見
学
／
足

　

湯
体
験
／
盆
踊
り
大
会
（
19
時
開
始
。

　

参
加
景
品
あ
り
）

　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
脱
水
し
て
い

る
事
も
あ
る
か
も
!? 

身
体
に
と
っ
て

大
切
な
水
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

●
８
月
28
日
　

14
時
〜
15
時

　

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

大
教
室

◇
テ
ー
マ
「
水
分
摂
取
の
大
切
さ
」

　

水
の
働
き
（
な
ぜ
水
分
が
大
切
な
の

　

か
）
／
体
内
水
分
量
に
つ
い
て
／
脱

　

水
に
つ
い
て
／
水
分
必
要
量
の
求
め

◎
申
込
方
法　

３
名
〜
４
名
１
組
（
ワ

　

ン
パ
ー
テ
ィ
）
ま
た
は
個
人
（
組
み

　

合
わ
せ
は
事
務
局
決
定
）
で
９
月
３

　

日

ま
で
に
五
所
川
原
市
体
育
協
会

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
53
）
2
9
9
5
・
電
話

　

不
可
）
ま
た
は
実
行
委
員
へ
申
込
み
。

●
９
月
５
日
　

９
時
〜
15
時

　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広

　

場
◇
内
容　

骨
董
品
の
展
示
・
即
売
、
フ

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜
・
果
物
等

　

の
販
売
な
ど

●
８
月
22
日
　

10
時
〜
15
時

　

道
の
駅
「
十
三
湖
高
原
」

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

お
楽
し
み
抽
選

　

会
／
青
い
森
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
集

　

い
／
し
じ
み
重
量
当
て
・
数
当
て
ク

　

イ
ズ
／
し
じ
み
す
く
い
取
り（
有
料
）

　

／
ト
ー
サ
ム
カ
ッ
プ「
カ
ウ
ボ
ー
イ

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」

◇
物
産
販
売　

シ
ジ
ミ
貝
／
採
り
た
て

　

野
菜
／
手
作
り
漬
物
／
も
や
焼
（
陶

　

芸
）
／
花
卉
／
焼
き
イ
カ
／
し
じ
み

　

焼
き
そ
ば
／
市
浦
牛
の
肉
入
り
コ
ロ

　

ッ
ケ
等

　

祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
で
、
大
き
な

輪
に
な
っ
て
入
居
者
と
一
緒
に
踊
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ゲ
ス
ト
に
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
愛

好
会
（
青
森
市
）
、
五
所
川
原
甚
句
保

存
会
を
迎
え
、
食
べ
物
、
飲
み
物
も
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ

な
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

●
８
月
26
日
　

16
時
〜
18
時
30
分

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル



対象地区 接種日 実施場所／受付時間

松島・長橋・毘沙門・
長富・中川地区

９月 １日

生き活きセンター
12:30 ～ 12:45

南区（※）、三好・七
和・飯詰地区

９月 ８日

北区（※）、梅沢地区、
松島町

９月 22 日

栄地区（みどり町含む）９月 29 日

金木地区 ９月 16 日
保健センター金木　

13:00 ～ 13:30

市浦地区 ９月 15 日
保健センター市浦　

12:45 ～ 13:00

12

　結核は決して過去の病気ではありません。
　現在の日本人の感染者は約４人に１人と言われてい
ます。若い頃結核が流行していた世代の人は結核に既
に感染している人が多く、加齢や病気等で体力・抵抗
力が低下したときに眠っていた菌が目を覚まし、発病
しやすくなります。
　年に１回の結核健診で早期発見に努め、重症化や感
染の拡大を防ぎましょう。
　また、健診は胸部疾患の早期発見にもつながります。
■対象者　65 歳以上の市民（平成 23 年３月 31 日時
　点での満年齢）
※ただし、今年度市の「肺がん検診」をすでに受診し
　た方および受診予定の方を除く。
■料金　無料
■実施方法　胸部レントゲン撮影
○受診を希望される方は、受診票をお持ちになり、直
　接実施場所にお越しください。
　受診票は、健康推進課、金木総合支所保険福祉係、
　保健センター市浦、健診当日受付のほか、保健協力
　員も配布しています。

◇対象年齢　市内に住所を有する生後３か月～ 90 か
　月未満の乳幼児
◇持参物　母子健康手帳、記入した予診票（白色）

①お子さんの体調はいいですか。事前に予防接種説明
　書をよく読んでおきましょう。当日は原則としてお
　子さんの健康状態をよく知っている保護者の方が同
　伴してください。
②ほかの予防接種との間隔は大丈夫ですか。他地区で
　の接種を希望される方は、事前に健康推進課までお
　知らせください。
＊次回は平成 23 年４月実施予定です。
　（※）
南区（栄町・田町・蓮沼・不魚住・元町・鎌谷町・烏
　森・下り枝・八重菊・一ツ谷・新町・柳町・岩木町・
　川端町・本町・布屋町・弥生町・東町・大町）
北区（旭町・敷島町・雛田・上平井町・中平井町・　
　下平井町・幾世森・寺町・柏原町・錦町・幾島町・
　末広町・新宮町・蘇鉄・芭蕉・小曲・新宮・長橋字
　橋元・若葉）
◎お問い合わせ先　健康推進課　内線 2363

　健診で「血糖値やヘモグロビン Al ｃ」が少し高め
と言われた方、糖尿病予防に関心がある方におすすめ
です。生活習慣の見直しや、糖尿病予防のために参加
してみませんか。
■日　時　９月 17 日 　13:30 ～ 15:00
■会　場　保健センター五所川原
■内　容　楽しくできる運動の実践
　　　　　（講師　健康運動指導士　木村郁子氏）
■料　金　無料
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）、水分・タオル
■申込み　開催３日前までに電話で申込み。
◎お問い合わせ・申込先　健康推進課　内線 2368

検診日 会　　　　場 時　 間

９月１日

喜良市コミュニティセンター
嘉瀬コミュニティセンター
金木中央老人福祉センター
川倉ふれあいセンター
地域福祉センター
松島会館
富士見コミュニティセンター
ケアハウス　ハルニレ
みなとコミュニティセンター

９月２日

保健センター金木
金木中央老人福祉センター
藻川コミュニティ消防センター
パナプラザいとう（新宮）様前
生き活きセンター
水野尾コミュニティ消防センター
青山荘
コミュニティセンター飯詰
原子集会所

９月６日

十三コミュニティセンター
市浦老人生きがいセンター
磯松集会所
ピンコロ館
太田集会所
蒔田老人憩いの家
毘沙門・長富コミュニティセンター
中央公民館
姥萢集会所

◎お問い合わせ先　健康推進課　内線 2367

平成 22年度　　　　　　
結核健診のお知らせ

　

平成22年度　ポリオ（小児マヒ）
予防接種のお知らせ

はじめよう「糖尿病予防」



五所川原市地域家族会　　　   
さくらの会　会員募集

献血のご案内（バス巡回）
期　　 日 時 　 間 場　　　 所
９月  ２日（木） 9:30 ～ 15:30 五所川原第一高等学校

９月 11日（土） 9:30 ～ 15:30
五所川原消防署前
（協力：大和山チャリティ
　ーバザー実行委員会）

月 日 曜日 医 療 機 関 名 住 所 電　 話

８ 月22日 日 瀨川内科クリニック 松島町 1-79 33 － 0202

８ 月29日 日 江渡内科医院 旭町 7 34－ 3000
※ 1．対応時間　9 : 00 ～ 17 : 00（電話で確認）

2．消防署 ( 救急病院紹介 34-4999) でも紹介します。

救急医療当番医救急医療当番医
日 時 実施場所 内 容

９月 9 日（木）
10:00 ～ 11:30

保健センター
五所川原 ○各月齢での成長（身体計測）・発

　達の確認、育児、遊び、栄養（離
　乳食）の相談
○子育て等に関する勉強会、情報
　交換
　
　９月勉強会テーマ（11:00 ～）  
　　「子育て支援の紹介」

９月 30 日（木）
10:00 ～ 11:30

保健センター
金木

９月 9 日（木）
10:00 ～ 11:30

保健センター
市浦

ヘルス・インフォメーション

13

健康づくり相談室  
　
　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は持参してください。
地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

五

所

川

原

戸沢集会所 8月 23日（月） 10:00 ～ 11:30
共栄集会所 8月 24日（火） 11:00 ～ 12:00
石田坂集会所 8月 25日（水） 10:00 ～ 11:30
福岡集会所 8月 25日（水） 13:00 ～ 14:30
若山集会所 8月 26日（木） 10:00 ～ 11:30
富士見コミュニティセンター 8月 26日（木） 10:30 ～ 12:00
松島会館 8月 26日（木） 13:00 ～ 14:00
コミュニティセンター三好 8月 27日（金） 10:00 ～ 11:30
北部コミュニティセンター 8月 31日（火） 13:00 ～ 15:00
コミュニティセンター中川 9月 3日（金） 10:30 ～ 12:00

乳 幼 児 健 診
◇内　容　小児科診察、歯科診察（１歳６か月・３歳
　児）、　耳鼻科診察（３歳児）、尿・耳・目の検査（３
　歳児）、身体計測、　発達相談、離乳食のお話（４か
　月児）等
◇受付時間　12:00 ～ 12:30（３歳児健診 11:30 ～ 12:30）
　11 時から母子健康手帳を出すことができます。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル等
健診の種類 実施日 実施場所 対象児・対象地区

４か月児
健診

９月  ７日
（火）　 

保健センター
五所川原

平成 22年４月生まれ
全地区

1歳6か月児
健診

９月28日
（火）　 

保健センター
五所川原

平成 21年３月生まれ
全地区

３歳児
健診

９月15日
（水）　 

保健センター
五所川原

平成 19年３月生まれ
全地区

エンゼル相談（母子相談）
　お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽し
さや悩みを話してみませんか。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル

こ と ば の 相 談
　お子さんのことばが遅い、つながらない、はっきりし
ない等、気になることはありませんか？
●日　　時　９月 15 日 ・16 日 　13 : 30 ～ 16 : 30
●場　　所　保健センター五所川原
◎申込締切　各実施日の 10 日前

脱・メタボ !! 健康相談
　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防・
改善には何が必要なのかを考えたい方等に対し、保健師・
栄養士が個別で相談に応じます。
開 催 日 開催時間 開 催 場 所

９月　８日 (水)

10:00 ～ 12:00

保健センター五所川原

９月 10日 (金) 保健センター金木

９月 10日 (金) 保健センター市浦

◇定　員　保健師相談 10 名・栄養士相談４名
　（９月８日 は保健師相談のみになります。）
◇持ち物　健診結果（健診受診者）、健康手帳
◎申込み　開催２日前までに電話にて申込み。
＊「健康づくり相談室」と併設です。

　さくらの会は、心の病気を持った人あるいはその家族
が仲間になった集まりです。
　私達と一緒に病気を理解し、お互いに応援し合いなが
ら活動する仲間を募集します。
◇参加できる人　心の病気を持つ人やその家族
◇年会費　家族会員 1,000 円／
　　　　　当事者会員 500 円／賛助会員 500 円
※活動の内容によって、臨時徴収があります。
●活動場所　
　保健センター金木もしくは保健センター市浦
◇活動内容　年 14 回、交流会や作業活動のために集まっ
　ています。詳しくは事務局健康推進課までお問い合わ
　せください。



五所川原立佞武多

▲今年で最後となる「不撓不屈」。
　東京ドームや皇居に出陣しました。

▲創立 50周年を記念し出陣した南小学校。

▲華麗な流し踊りに導かれ
　「夢幻破邪」がまちを練り歩きます。

▲囃子が観客を盛り上げます。▲「ヤッテマレ～」元気いっぱいの子どもたち。

８月４日から５日間、五所川原立佞武多が開催されました。
迫力ある大型立佞武多と忠孝太鼓、華麗な流し踊り、楽しげな
囃子の音がまちを彩り、県内外、海外から訪れた観光客を魅了
しました。


